
こうならないように・・

海岸堤防などの防護施設は、S４０年代に整備されて以降、
これまでに台風などによる高潮からの浸水被害防止に貢献
船橋地区の海岸防護施設は、ゼロメートル地帯を抱える船橋中心
市街地の人口約4.４万人、家屋約1万棟など地域の生命財産を
守る重要な社会インフラ

一方で、施設の老朽化が大きな課題
首都直下地震などで施設が損傷した場合に
は、大規模な被害が想定される・・・！！

東北地方太平洋沖地震の津波からも
市街地を防護！

高潮浸水想定区域内には駅・市役所・消防署・電力会社・NTT・
緊急輸送道路などの重要な施設が密集！！

老骨にムチ打って
生命財産を守っとるんじゃ！

高潮浸水想定高さ

▽ 海抜４．６ｍ

満潮時の平均海水面

▽ 海抜１．０ｍ

東日本大震災津波高

▽ 海抜２．５ｍ

リフレッシュが
待ち遠しいのう・・・

船橋地区の高潮対策
事 業 名 ：千葉港海岸船橋地区高潮対策事業
事業期間：H8年～R13年
整備内容：海岸保全施設（護岸、水門、排水

機場）の耐震対策、老朽化対策
※船橋排水機場、海老川水門、日の出護岸などを直轄化要望中

S47年に建設された栄水門、栄排水機場

14 千葉港海岸船橋地区の海岸保全施設が
重要な都市機能を高潮・津波から防護！

・護岸の耐震補強、液状化対策を実施しています
・老朽化した水門・排水機場の大規模な更新を早期事業化
することが重要です

：高潮浸水想定区域

：ゼロメートル地帯

：海岸保全施設

：海岸保全施設

（直轄化要望箇所）

※ は直轄化要望箇所赤文字


